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《今後価格動向要注意商品》

 食品 ヤングコーン タイ産は比較的供給安定も現地工場により不安定要素あり。 ↑

 食品 麻竹類 →

 食品 中国うずら缶 入荷は比較的堅調も、滞留品など相場感注意。 →

 食品 中国産なめこ 生産者不足により減産傾向。新規は慎重。 ↑

 食品 中国マッシュルーム ↑

 食品 国内コーン 生産者不足により減産傾向。新規は慎重。 ↑

 食品 タイ産コーン ↑

 食品 アスパラガス ↑

 食品 ツナ ↓

 食品 にんにく/しょうが（生鮮類） →

 食品 メンマ ↑

 食品 惣菜類 ↑

 食品 梅干製品（国産） →

 食品 紀州梅 ↑

 食品 味噌 ↑

 食品 りんご原料品 →

 食品 ジュース ↑

 食品 中国フルーツ缶 →

 食品 パインアップル ↑

 食品 オリーブオイル ↑

 冷食 国産農産品 ↑

 冷食 輸入品全般 ↑

 冷食 輸入牛肉 ↑

 冷食 輸入豚肉 ↑

 冷食 輸入鶏肉 →

 冷食 ホタテ貝柱 →

 冷食 ボイル帆立・ベビー帆立 ↓

 冷食 パンガシウス ↑

 冷食 輸入フルーツ品 ↑

酒類 全般（飲用・酒類調味料） ↑

酒類 輸入ワイン ↑

ＮＦ 洗剤全般 主原料（界面活性剤・溶剤）、包材代、エネルギーコストの高騰により値上げ。 ↑

原料アルコール、糖類のコスト上昇を要因とする製品値上げ。

為替変動、海上運賃の高止まり、原料ブドウ収穫量の減少に伴う
生産量減による現地価格の高騰を要因とする値上げ。

区分 商 品 相 場 動 向 相場状況

人手不足、廃業、栽培面積減少により3～5割減産。
品薄感、コスト上昇により春先値上げ。

供給安定し始めている。為替により価格出しづらい印象。

ストリップ、スライスは相場感注意。

大型サイズが相変わらず品薄。

他国の買い付けの勢いも強く、円安も影響して高騰。
日本向けオファー少ない。需要の多いバラ肉は品薄欠品状態。

各種コスト高騰により各社強含み。

生産者不足により減産傾向。新規は慎重。

干ばつの影響で頭数不足は相変わらず。
需要は旺盛で外貨も高く円安も影響し、過去に例を見ない程の価格高騰。

生産地のタイでの最低賃金の引上げ、
農業資材ならびに肥料の価格上昇により原料スイートコーンの生産コスト増。

中国国内の食用・飼料用穀物の在庫率を上げる為に小麦・大豆・米への優遇政策が横ばいで強含み、
にんにくの作付面積減に影響を及ぼしている。
また、作付面積を守る為、農家から高値で原料を仕入れざるを得ない状況になっている。

現地コスト・国内物流費上昇によるフルーツ品値上げ。
特に今期ペルー産アップルマンゴーはエルニーニョ現象の影響を受けて大減産のため、
今後は各社東南アジア原料品にシフト予定。

ボイル帆立は新物から値下がり傾向。

円安の影響でその分、強含みで推移。

為替の影響次第で変動あり。

裏年であるが昨年収穫原料在庫ある為、価格に大きな影響は無い見込み。

収穫量は減産傾向。

昨年4月の冷害と夏季の日焼け対策があれば作柄は安定の見込み。

エルニーニョ現象による原料のパインアップル生産量は大幅減産。
その為、価格は上昇傾向。

干ばつによるオリーブの実の未生育で、収穫高は大幅減産。
国際相場はほぼ毎週過去最高の高値を更新している。

為替の影響等で原材料高騰　みかん・りんご収穫減少影響あり。

チェリー大減産により出荷調整中、新規不可。他果物類は供給安定。

今年、大手味噌メーカー価格改定の為、「大豆」先物取引相場次第で更に高騰可能性あり。

為替が円安が進行し、輸入各社価格改定の検討にはいっている状況。

北海道産かぼちゃ・にんじん減産の影響により値上がり。
供給数量も少なく、休売とするメーカーあり。

ブラジル産に関しては外貨の高騰や円安と高騰の要素がそろっている状況。
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